
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．建設部門 
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事 業 項 目 及 び   

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

道 路 橋 り ょ う 　街路灯管理費　　　　　　　　　　　　　　　　 45,765,848円   街路灯の維持管理を行ったこ

総 務 費  とにより、夜間の防犯と交通事

51,326,227     ＬＥＤ化街路灯数　N=10,307灯（令和７年度末時点） 故の防止が図られた。

      　新設街路灯数　　N=　　16灯

　　　既設灯具取替　　N=　　22灯

土 木 維 持 費 　道路維持補修費　　　　　　　　　　　　　　　189,143,226円 　市が管理する認定市道等の維

1,264,919,771  持管理を行ったことにより、安

　　〇土木施設維持作業業務委託　170,421,906円 全・安心な通行の確保が図られ

    　認定市道実延長　L=432,415.53m た。

 　　　（内訳）

　　　　むつ地区　  L=250,447.56m 

    　　川内地区　  L= 80,864.60m 

    　　大畑地区　  L= 62,876.82m 

    　　脇野沢地区  L= 38,226.55m

　除排雪経費　　　　　　　　　　　　　　　　　847,145,710円 　道路除雪作業を行ったことに

 より、冬期間の安全な通行の確

 　　〇除排雪委託料　778,976,582円 保が図られた。

　　　除雪期間　令和７年11月15日～令和８年３月31日 

　　　除雪路線　N=2,620路線、L=522.9㎞

　私道等整備補助金　　　　　　　　　　　　　　　2,247,000円   補助金の交付により、私道等

 の整備が行われ、良好な住環境

　　○緑町Ｂ地区町内会　2,247,000円 の実現に寄与した。

　　　舗装新設　L=73.4m 
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事 業 項 目 及 び   

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

土 木 維 持 費 　市道等維持事業　　　　　　　　　　　　　　　176,677,255円   劣化した舗装や側溝の修繕を

  （続き）  行うことにより、地域の環境改

 　    〇大畑町湊村地区道路横断暗渠設計業務委託　   8,360,000円 善及び道路の安全性や快適性の

      測量・地質調査・土木設計　　 向上が図られた。

  　〇釜臥山恐山線道路安全対策設計業務委託　    30,470,000円

      測量・地質調査・土木設計　

    〇山田町１号線用地測量業務委託　　　　　　　 1,485,000円

      用地測量業務

    〇落野沢地区測量業務委託　　　　　　　　　　　 935,000円

      立竹木の調査

 　 ○上川連絡１号線道路整備工事　              37,829,000円

      施工延長L=233.3m、舗装工A=956.3㎡

 　　 排水構造物工L=465.6m            

    〇かさまい橋通り灯具交換工事　               5,115,000円

      電気設備工N=１式 

  　○湊14号線横断暗渠更新工事　                 3,700,000円

 　　 施工延長L=14m、舗装工A=73.7㎡　

    ○川守連絡３号線ロードヒーティング設置工事　28,941,000円

      施工延長L=50m、舗装工A=209.2㎡、電気設備工１式

      排水構造物工L=10.8m    

 　 ○上川連絡２号線道路整備工事　              20,834,000円

      施工延長L=109.9m、舗装工A=556.5㎡

      排水構造物工L=231.5m　　

 　 ○ひまわり団地１号線側溝整備工事　          11,946,000円

      施工延長L=93.8m、舗装工A=157.8㎡

      排水構造物工L=179m

    ○旭町９号線道路整備工事　                   7,678,000円

      施工延長L=72.6m、舗装工A=382.1㎡

      排水構造物工L=72.7m

 　 ○金谷・松山線側溝整備工事　                 8,228,000円

 　　 施工延長L=111.6m、舗装工 A=49.3㎡

      排水構造物工L=77.2m

    ○交通安全施設設置工事　                     5,324,000円

      施工延長　L=9,478m、ペイント式区画線L=20487.9m　

      溶融式区画線L=205.2m

    ○交通安全施設設置工事（その２）             1,694,338円

     施工延長　L=3,011m、ペイント式区画線L=6296.2m　　

　除雪機購入事業　　　　　　　　　　　　　　　 41,973,840円   除雪機械を更新したことによ

 り、除雪作業の安全性と効率性

 　　○除雪ドーザ11t級　N=１台　19,745,000円 の向上が図られた。

 

    ○除雪ドーザ14t級　N=１台　22,220,000円
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事 業 項 目 及 び   

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

道 路 新 設 　道路整備事業（交付金） 　　　　　　　　　　 174,980,491円 　国の交付金を活用して道路整

  改 良 費 備等を行うことにより、地域の

  438,742,872 ［令和７年度］　69,788,507円 環境改善及び道路の安全性や快

    　〇道路小規模附属物点検業務委託　　         10,736,000円 適性の向上が図られた。

 　　　点検（標識24基、照明161基） 

      〇浜通線用地測量業務委託　　　　　　          880,000円

        用地測量

  　　〇中荒川・中山線道路整備工事　　　          5,676,000円

  　　　施工延長L=40.3m、舗装工A=164.9㎡

  　　　排水構造物工L＝39.3m

  　　〇浜通線融雪溝整備工事　　　 　　　　　　　50,611,000円

  　　　施工延長L=180.1m、舗装工A=588.9㎡

  　　　排水構造物工L＝278.2m

  ［令和６年度繰越明許］　　　　　　　　　　　　105,191,984円

     ○浜通線融雪溝整備工事　　　　 　　　　 　104,577,000円 

        施工延長L=287.0m、舗装工A=761.1㎡

 　　　排水構造物工L=489.4m

 

 　橋梁長寿命化修繕事業　　　　　　　　　　　　131,729,381円   老朽化が著しい橋梁の更新や

  修繕により、安全・安心な住環

 ［令和７年度］　96,912,191円 境の確保及び健全な道路ネット

 　　〇脇野沢橋補修設計業務委託　 　　　　       8,525,000円 ワークの維持が図られた。 

 　　　測量、地質調査、橋梁設計  

 　　〇木野部橋詳細設計業務委託　　　　　      　9,933,000円

 　    測量、地質調査、橋梁設計 

     〇橋梁定期点検業務委託（その１）     　　　15,675,000円 

       橋梁点検（Aグループ21橋、Bグループ15橋） 

     〇橋梁定期点検業務委託（その２）　  　　　 11,627,000円 

 　　　橋梁点検（Aグループ16橋、Bグループ４橋）    

     〇仮団地橋架替工事　         　　　　　　　42,964,000円  

 　　　場所打杭工、橋台躯体工N＝１式 

 ［令和６年度繰越明許］　34,817,190円 

 　　○仮団地橋測量業務委託  　　　　　　　　　  7,513,000円 

       測量、用地調査 

 　　○桜木４号橋更新工事 　　　　　　　　　　  15,664,000円 

       施工橋長L＝2.5m、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｶﾙﾊﾞｰﾄ工L＝６m 

    　　排水構造物工L=2.2m

     〇桜木４号橋更新工事に係る補償補てん及び賠償金 

                                                11,640,190円 

        支障物件：配水管一式

 

 　舗装長寿命化修繕事業　　　　　　　　　　　  132,033,000円 　道路の舗装により、安全・安

  心な住環境の確保及び健全な道

  　　 〇山田１号線舗装補修工事　                60,852,000円 路ネットワークの維持が図られ

          施工延長L=890m、舗装工A=3483.5㎡ た。

        〇西町線舗装補修工事　                    31,064,000円

          施工延長L=434m、舗装工A=3,452.0㎡

        〇堀替線舗装補修工事　                    16,324,000円

          施工延長L=159.3m、舗装工A= 904.4㎡

        〇金谷連絡９号線舗装補修工事　             5,764,000円

        施工延長L=105m、舗装工A=621.6㎡

      〇中畑葛沢舗装補修工事　                  18,029,000円

       施工延長L=262.7m、舗装工A=1805.0㎡
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

河 川 総 務 費 　急傾斜地整備事業負担金　　　　　　　　　　　 26,000,000円   急傾斜の整備により、周辺住

  34,026,417 民の安全性の向上が図られた。

  　 ○急傾斜地崩壊対策総合流域防災事業負担金

 　　　桧川区域　　　　4,000,000円

 

 　　〇特定土砂災害対策推進事業負担金

 　　　柳町区域　　　　3,000,000円

       孫次郎間区域　　3,000,000円

 　　　茶水区域　　　　2,000,000円

 　　　二枚橋２号区域　5,000,000円

 

 　　〇県費単独急傾斜地対策事業負担金

 　　　釣屋浜１号区域　5,000,000円

　　　新井田区域　　　4,000,000円

河 川 改 修 費   盛土緊急対策事業　　　　　　　　　　　　　　 73,866,838円 　盛土被害に対しての安全対策

  73,866,838   　 を講じるために必要な物件移転

  　　〇用地買収費　　　　　 3,971,520円 を行った。

  　　〇工事支障物件移転費　69,894,318円

コ ン パ ク ト   金谷都市拠点地区都市構造再編集中支援事業　　132,649,000円 　周辺施設との一体的空間の形

シ テ ィ 推 進 費  成による多様なにぎわいとコミ

201,186,777 ［令和７年度］　78,309,000円 ュニティの創出を図った。 

　○金谷公園改修工事（金谷公園広場整備工事【その４】） 　また、低未利用地を活用した

　　敷地造成工　　　N=１式 公園区域の拡充により、まちの

　　構造物撤去工　　N=１式 回遊性向上と歩行者ネットワー

　　地被類植栽工　　A=340.0㎡ クの強化を図った。

　　給水設備工　　　N=１式 

　　雨水排水設備工　N=１式 

　　照明設備工　　　N=６基 

　　園路広場整備工　A=2,463㎡ 

　　階段工　　　　　N=２箇所 

　　車止め工　　　　N=22基 

 

［令和６年度繰越明許］　54,340,000円 

　○金谷公園改修工事（金谷公園広場整備工事【その２】） 

　　敷地造成工　　N=１式 

　　舗装工　　　　A=1,000㎡ 

　　植栽工　　　　A=2,850㎡ 

　　排水構造物工　L=27m 

　　構造物撤去工　N=１式 

　　照明設備工　　N=10基
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

コ ン パ ク ト 　昭和町地区交通安全対策事業　　　　　　　　　 67,508,477円 　市道西町線の歩道整備を行う 

シ テ ィ 推 進 費  ことで、「安全・安心で暮らし 

（続き） ［令和７年度］　41,405,645円 やすく歩きたくなるまち」の実

　〇歩道整備工事（西町線歩道整備工事） 現を図った。

　　歩道整備　L=384.7m 

　　道路土工　　　N=１式 

　　排水構造物工　L=23m 

　　舗装工　　　　A=936㎡ 

　　縁石工　　　　L=317m 

　　区画線工　　　L=52m 

　〇物件移転等補償金 

　　市道西町線歩道整備移転補償　N=３件 

 

［令和６年度繰越明許］　26,102,832円 

　〇用地調査等業務委託料（西町線用地調査再算定業務委託） 

　　再算定業務　N=１式 

　○用地調査等業務委託料（西町線用地調査等業務委託） 

　　用地調査　N=１式 

　〇土地購入費 

　　市道西町線歩道整備用地　N=14筆 

　〇物件移転等補償金 

　　市道西町線歩道整備移転補償　N=18件

　見守りカメラ整備事業                             69,300円 　官民連携でカメラ整備を行う

 ことで、こどもの安心・安全を

［令和７年度］　69,300円 見守る環境整備と、災害時の防

　〇見守りカメラ設置業務委託 災機能の向上を図った。

　　カメラ設置　N=２台　　

住 宅 管 理 費 　住宅維持管理費　　　　　　　　　　　　　　　 16,909,447円 　市営住宅について、日常的な

38,821,447     維持管理及び修繕対応を行うこ

　 ○市営住宅　18団地　568戸(令和７年４月１日) とにより、入居者の安全で安心

な居住環境の維持・確保が図ら

れた。

　市営住宅改修事業　　　　　　　　　　  　　　 17,732,000円 　むつ市公営住宅等長寿命化計

   画に基づく計画修繕・改善修繕

　 ○川守町団地屋根改修工事設計業務委託　 　  1,452,000円 により、市営住宅の長寿命化と

 　○川守町団地屋根改修工事　５棟24戸 　　　 16,280,000円 住環境の向上を図った。

市営住宅建設費 　田名部まちなか住宅整備事業　　　  　　　　　 73,936,634円 　老朽化した市営住宅の解体に

73,936,634    より、管理戸数の適正化が図ら

　 ○市営住宅解体工事　第三期　　　　　  　  40,645,000円 れた。

　　 桜木東町団地　13棟13戸 

　 ○市営住宅解体工事　第四期　設計業務委託　 8,723,000円 

　　 大湊上町団地　28棟28戸 

   ○（仮称）田名部まちなか団地整備事業整備業務費　　　　　

　    (サービス対価A-2)      　　　　　　　  13,500,012円 

   ○（仮称）田名部まちなか団地整備事業維持管理費　　　　　

　    (サービス対価B)                       　8,710,676円
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８．消防部門 
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

常 備 消 防 費 　下北地域広域行政事務組合常備消防費負担金 火災発生件数  　 16件(16件) 

1,818,660,000  　むつ消防署   　 5件( 9件) 

　・消防本部費負担金　　　　　　　　　　　    224,084,000円 　川内消防分署 　 1件( 2件) 

  ・署費負担金　　　　　　　　　　　　　 　 1,508,406,000円 　脇野沢消防分署  1件( 0件) 

  ・公債費市負担分　　　　　　　　　　　  　　 63,200,000円 　大畑消防署      5件( 3件) 

  　大湊消防署   　 4件( 2件) 

 【参考】署費の決算概要                        
（単位：円）

 

救急出動件数 　   2,639件 

　む つ 消 防 署 　525,969,000              　 （2,582件） 

　むつ消防署　　  1,353件 

　川 内 消 防 分 署 　　221,087,000　 　　　　　　　　 (1,374件) 

　川内消防分署　　  220件 

　脇 野 沢 消 防 分 署 　176,620,000 　　　　　　　 　(　191件) 

　脇野沢消防分署　　104件 

　大 畑 消 防 署 　297,127,000 　　　　　　　　 (　148件) 

　大畑消防署　　　　341件 

　大 湊 消 防 署 　287,603,000 　　　　　　　　 (　339件) 

　大湊消防署　　　　621件 

計 1,508,406,000 　　　　　　　　 (　530件) 

※（　）内は、前年度 

　

　常備消防費・ハード事業   老朽化した川内・脇野沢消防

 分署庁舎の計画的な建設につな

  【むつ消防署２階女子専用施設整備事業】　　　　  4,278,000円 がった。

 　むつ消防署の２階にある女子専用施設の整備を行った。

 

 【大湊消防署高規格救急車整備事業】　　 　　　　 4,541,000円

　老朽化した大湊消防署高規格救急車を更新した。 

 

 【大畑消防署照明器具ＬＥＤ化工事】　　　　　　　　829,000円

 　 大畑消防署の照明器具について、ＬＥＤ化工事を行った。

 

 【川内・脇野沢消防分署庁舎建設事業】　　　　　 13,322,000円

 　両消防分署庁舎建設工事に着工し、令和８年度中の工事完成、 

 供用開始を予定している。
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

非 常 備 消 防 費 　下北地域広域行政事務組合非常備消防事務委託料 火災発生件数　　　　  16件 

99,529,000  　　　　　　　　 　 （16件） 

  ・むつ市消防団事務委託料　　　　　　　　    99,529,000円 団員延出動人員数    5,308人 

 　むつ消防団　　　  2,313人 

 む つ 非 常 備          58,793,000円 　　　　　　　　 　(2,460人) 

 　川内消防団　　    　926人 

 川 内 非 常 備          17,251,000円 　　　　　　　　   (1,240人) 

 　大畑消防団　　    1,357人 

 大 畑 非 常 備          13,415,000円 　　　　　　　　　 (1,567人) 

 　脇野沢消防団　 　   712人 

 脇 野 沢 非 常 備          10,070,000円 　　　　　　　　   (  615人) 

 ※（　）内は、前年度 

 計          99,529,000円   

 

　【参考】火災件数及び救急出動件数等

区　　　分 令和７年度 令和６年度 増　　減

   建 物 火 災 12 件 7 件 5 件

 火

  林 野 火 災 0 件 0 件 0 件

 災

　 車 両 火 災 1 件 3 件 ▲2 件

 件

　 そ の 他 火 災 3 件 6 件 ▲3 件

 数

計 16 件 16 件 0 件

 全 焼 12 件 4 件  8 件

 り

 半 焼 2 件 1 件  1 件

 

　 部 分 焼 2 件 3 件  ▲1 件

 災

 ぼ や 6 件 3 件  3 件

 

 計 22 件 11 件  11 件

 件

 建物焼損床面積 2,517 ㎡ 1,056 ㎡  1,461 ㎡

 

 死 者 0 人 0 人 0 人

 数

負 傷 者 1 人 1 人  0 人

 建 物 52,784 千円 44,337 千円 8,447 千円

 損

 林 野 0 千円 0 千円 0 千円

 

 害 車 両 980 千円 2,560 千円 ▲1,580 千円

 

 そ の 他 44 千円 44 千円 0 千円

 額

計 53,808 千円 46,941 千円 6,867 千円

-108-



事 業 項 目 及 び   

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

非 常 備 消 防 費 　救急出動件数               　　　　　　　 　　
（単位：件）

 （続き）

 令和７年度 令和６年度

種　　別 

むつ署 大湊署 大畑署 計 むつ署 大湊署 大畑署 計

急　　病 1,225 447 265 1,937 1,303 378 274 1,955

交通事故 75 40 20 135 71 40 16 127

一般負傷 209 78 36 323 213 66 30 309

火　　災 28 3 0 31 29 0 0 29

水　　難 4 2 1 7 6 2 1 9

労働災害 14 8 1 23 7 5 1 13

運動競技 2 4 1 7 4 2 2 8

加　　害 9 1 0 10 3 1 1 5

自損行為 20 7 4 31 13 11 2 26

転　　院 77 17 10 104 61 11 8 80

そ の 他 14 14 3 31 3 14 4 21

計 1,677 621 341 2,639 1,713 530 339 2,582

　※むつ署には、川内及び脇野沢消防分署の件数を含む。 

 

　災害出動件数                                 
（単位：件）

 令和７年度 令和６年度

種　　別 

むつ署 大湊署 大畑署 計 むつ署 大湊署 大畑署 計

救　　助 59 14 9 82 53 13 8 74

捜　　索 1 3 0 4 4 3 2 9

自然災害 9 4 2 15 0 0 0 0

         調査・

警戒等 231 92 70 393 118 86 48 252

計 300 113 81 494 175 102 58 335

　※むつ署には、川内及び脇野沢消防分署の件数を含む。
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

防 災 対 策 費 　放射線防護設備管理費　　　　　　　 　    　　11,627,000円 　災害時においても、要配慮者

  220,140,641 が安全に退避できる空間（放射

  　放射線防護設備の健全性を確認するための定期点検及び非常用発 線防護施設）を確保した。

 電機の動作確認等を実施し、異常のないことを確認した。また、５

 年に１度の定期サイクルに基づき、放射性物質を遮断する特殊フィ

 ルタの交換作業を実施した。　

 

 

 　デジタル防災センター整備事業　 　  　 　 　 　   108,010,862円 　情報のデジタル一元化の環境

  が整備されたことにより、初動

 　災害対策本部室において、12台のディスプレイを連結した大型マ 対応の迅速化と意思決定の高度

 ルチ映像表示システムを導入し、専用タブレットによる操作で気象 化が図られた。　

 情報・ドローン映像・Ｗｅｂ会議等をリアルタイムかつ自由に表示

 ・切替可能な環境を構築した。また、防災安全課の移転に伴い、既

 存の防災システム、防災行政無線、Ｊアラート等の移設を適正に実

 施した。　

 

  アナログ防災行政無線撤去事業 　   　    　　　3,399,000円 　使用していない柱を撤去する

 ことで、事故等のおそれを防ぐ

 　使用期限を迎えた既存のアナログ式防災行政無線について、４基 ことができた。

 の撤去を実施した。

消防施設整備費 　消防団車両整備事業　　 　　　　  　　　　    33,661,830円 　老朽化が著しい車両を更新す

  39,414,830 ることで、消防力の維持を図っ

　導入から30年以上経過し、経年劣化が顕著であるむつ消防団第 た。

 ６分団の消防ポンプ自動車を更新した。

　防火水槽整備事業　　 　　　　　　  　　       5,753,000円 　土地所有者からの要望を受

 け、管轄消防署と協議を重ね撤

 　土地所有者からの要望を受け、防火水槽１基を撤去した。 去に至った。

　今後も各消防署と連携を図

り、防火水槽の維持管理を行っ

ていく。
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

義 務 教 育 　外国語指導助手配置事業 　小学校５・６年、中学校の外

振 興 費 　                                                          国語及び小学校３・４年の外国

157,042,964   語活動において、外国語指導助

氏 名 期 間 学校訪問日数   手の派遣を通して、国際理解や

  英語学習の充実が図られた。

ヒックマン　ショーン R7.4～R8.3 172日   

  

アリ　ノア R7.4～R8.3 173日   

  

ミュラーヘッド　マイルズ R7.4～R8.3 123日   

 

ビークロフト　マイケル R7.4～R8.3 175日  

 

エンドウ　ケレチ R7.4～R7.5 12日  

グラヘダ　ダニエル R7.8～R8.3 117日

　スクールサポーター配置事業 　スクールサポーターの配置に

 より、特別な教育的配慮が必要

　小・中学校の通常学級及び特別支援学級に在籍する多動傾向や要 な児童生徒の支援が可能となり、

介助など、特別な配慮を必要とする児童生徒の学校生活を支援し 効果的な教育活動が行われた。

た。

 令和６年度 令和７年度

区 分

学校数 人 数 学校数 人 数

小学校 8校 27人 8校 26人

中学校 4校 9人 4校 10人

計 12校 36人 12校 36人

　むつ市子ども夢育成基金 　東北又は全国規模の各種大会

への参加に対する補助を行うこ

とで、むつ市内のこどもたちの

補助事業等 補助金額 備 考 夢をはぐくみ、未来の可能性を

支援することができた。 

文化・芸能活動大会派遣補助 999,000円      14件 　また、基金の趣旨に御賛同い

ただいた企業等から寄附を受け

スポーツ活動大会派遣補助 6,662,600円      93件 ることができた。

計 7,661,600円     107件

-113-



事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

義 務 教 育 　児童生徒の高い志をはぐくむ支援事業             　各校がそれぞれの事業計画に 

振 興 費  基づき、学習に関わる物品の購

（続き）  入や環境整備、校外学習、鑑賞

学校名 事業名 教室など、児童生徒の将来につ

ながる活動を充実させることが

川内中学校 夢の授業 できた。 

大畑中学校 生徒のキャリア形成に関する講演会

むつ中学校 むつ中生みんなで応援・おもてなしボラ

ンティア

近川中学校 英語コミュニケーション力育成事業

田名部中学校 高い志をはぐくむキャリア教育推進事業

第三田名部小学校 夢に挑戦　Try My Best事業

大平中学校 命の授業

関根中学校 生徒のキャリア形成に関する講演会

　中学生海外派遣事業 　派遣生徒10名は、市内中学生

 の代表という自覚をもって活動

　むつ市内の中学生を海外に派遣し、海外生活を直接体験すること に取り組み、帰国後も周囲に

により、国内外で活躍する人材の育成を図った。 「伝える」という使命を果たそ

 うとする姿や、英語学習を一層

 　実施日：令和７年12月23日～12月27日（４泊５日） 頑張ろうとする姿が見られた。

  参加者：団長１名、引率１名、中学生10名

　ＩＣＴ教育推進事業            　　　　　　　　 　「自動採点機能ソフト」は、

 教員の働き方改革にもつながる

　むつ市学校教育プラン推進の柱の一つである「ＩＣＴを活用した 教材であり、各種定期テスト等

教育活動の充実」に資するため、教育活動に活用できる資料の提供 で効果的に活用することができ

やＩＣＴ機器及び教材を配備した。 た。 

 　また、タブレット端末を使用

 　・自動採点機能ソフト配備：田名部中学校 した学習機会が増加したが、

   ・情報モラル教材配備：むつ市内全中学校２年生 「情報モラル教材」を活用する

ことで、生徒に対して効果的に

指導することができた。
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

教 育 研 修 　教育相談 　来室相談により、相談員が受

セ ン タ ー 費  容的に関わることで、こども、

49,816,157 　教育相談来室状況（延べ件数） 保護者それぞれが“わかっても

 らえた”という心の安心感につ

 区 分 令和６年度 令和７年度 増 減 ながった。また、適応指導教室

 において、集団活動等への適応

 全 体 1,582件 1,627件 45件 指導を行った結果、学校復帰に 

 つながったり、他者とよりよく

 適応指導 1,265件 1,410件 145件 関わろうとする態度が身につい

 たりした。 

 来室相談 207件 172件 ▲35件 　さらに､“教育相談室に通って 

 みよう”、“もう少し学校で

 電話相談 55件 42件 ▲13件 頑張ってみよう”という一歩を

 踏み出す勇気を持つことにもつ

 メール相談 55件 3件 ▲52件 ながった。 

 

 

 

 　各種研修講座 　教員の資質向上に資するため、

  弘前大学教育学部との連携強化

  を図るとともに、学校現場のニ

 区 分 令和６年度 令和７年度 増 減  ーズに応える研修講座の開設に

  努め、開設講座の精選と講座内

 講座回数 12講座 8講座 ▲4講座  容の充実を図ってきた。 

  　延べ234人の受講者が参加し、

 受講者数 351人 234人 ▲117人  各講座の内容に関する受講者の

  評価は概ね良好であった。

 内 市内 266人 182人 ▲84人  

   

 訳 郡内 85人 52人 ▲33人  

  

  ※２講座、カムチャツカ半島地震に伴う津波警報発令のため中止

 

 

 　むつ市教育支援センター移転事業 　現教育研修センターが老朽化

  しており、また、冷暖房設備も

 　現教育研修センターを旧田名部カトリック幼稚園に移転するた 十分ではない状況であるため、

 め、改修工事の設計業務委託を行った。 センターを移転することによ

 り、利用者がより安心・安全な

 環境で支援を受けられるように

  なる。

　また、移転により不登校支援

の機能も強化され、不登校児童

生徒及び保護者支援の充実にも

つながる。
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

 

学 務 管 理 費 　要保護・準要保護援助費                       15,272,045円 　経済的な理由によって、就学

342,367,665  困難な要保護・準要保護児童生

 徒に対して学用品費等を給付し

 就学の奨励を図った。

 

 【小学校】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（単位：人、円）

 

 

 要　保　護 準　要　保　護 合　　　　計 うち　被災児童分  

項　　目  

人員 金　　額 人員 金　　額 人員 金　　額 人員 金　　額  

 

学 用 品 費 196 2,822,901 196 2,822,901 0 0  

 

新入学学用品費 12 480,000 12 480,000 0 0  

 

修学旅行費 8 356,267 47 2,715,341 55 3,071,608 0 0  

 

校外活動費 30 141,340 30 141,340 0 0  

 

実人数／合計額 8 356,267 196 6,159,582 204 6,515,849 0 0  

 

 

 【中学校】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（単位：人、円）

 要　保　護 準　要　保　護 合　　　　計 うち　被災生徒分

項　　目 

人員 金　　額 人員 金　　額 人員 金　　額 人員 金　　額

学 用 品 費 104 2,612,830 104 2,612,830 0 0

新入学学用品費 48 2,208,000 48 2,208,000 0 0

修学旅行費 8 732,283 32 2,919,283 40 3,651,566 0 0

校外活動費 11 283,800 11 283,800 0 0

実人数／合計額 8 732,283 104 8,023,913 112 8,756,196 0 0

 

 【参　考】　　　　　　　　　　 　　　　　（単位：人、％）

区　分 在籍児童生徒数 学用品費給付 給　付　率 

(5月1日現在) Ａ 児童生徒数 Ｂ Ｂ/Ａ×100

小学校 2,088 196 9.38

中学校 1,244 104 8.36

合　計 3,332 300 9.00
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

学 務 管 理 費 　小学校 

（続き）  

　○学級・児童数の推移 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（単位：人）

 

 

区　　　分 令和５年度 令和６年度 令和７年度  

 

学　級　数 129 131 127  

 

 男 1,167 1,111 1,067  

児童数  

 女 1,100 1,085 1,021  

（人）  

計 2,267 2,196 2,088  

 

  ○児童数の学年別内訳 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（単位：人）

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 合　計

令和５年度 347 372 350 390 415 393 2,267

令和６年度 344 344 365 345 384 414 2,196

令和７年度 309 339 337 372 344 387 2,088

 

　中学校 

 

　○学級・生徒数の推移 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人） 

 

区　　　分 令和５年度 令和６年度 令和７年度  

 

学　級　数 65 63 67  

 

 男 666 642 649  

生徒数  

 女 611 581 595  

（人）  

計 1,277 1,223 1,244  

 

 

　○生徒数の学年別内訳 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（単位：人）

１学年 ２学年 ３学年 合　計

令和５年度 453 386 438 1,277

令和６年度 390 450 383 1,223

令和７年度 406 388 450 1,244
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

学 務 管 理 費 　奨学金貸付事業                               72,369,821円 　むつ市奨学金は、当市の人材

（続き）  育成のために、市内に居住する

 　○貸付金　　　　　　　　　　　　　
（単位：人、円）

 者の子弟で勉学に励もうとする

  志の高い者に対し、就学に必要

 区　　　　分 貸与者数 貸　与　額  な学費の一部として貸与してい

  る。 

  継続貸与者 5 900,000  

 高 校 生  

 新規貸与者 1 180,000  

  

  継続貸与者 68 24,480,000  

 大学生等  

 新規貸与者 27 9,570,000  

  

      合　　　　計 101 35,130,000  

  

   〇奨学金選考委員会　委員報酬・旅費　　　　　 69,573円 

   〇口座振替用電磁記録媒体郵送料                  860円 

 　〇育英基金積立金                         37,169,388円 

 　　　積立金内訳  

        ・奨学金貸付金元金収入　　　　　　　35,090,000円 

 　　　 ・緊急支援金貸付金元金収入　　　　　 1,635,000円 

        ・寄附金                                     0円 

       ・預金利息                               9,823円 

       ・繰替運用利息                         434,565円

　学校給食費無償化事業　　　　　　　　　　 　 229,081,888円 　物価高騰対策として小中学校

　　補助金内訳 の給食費単価を改正し、保護者

　　　・小学校　　　　　　　　　　　　　　　  141,087,986円 の負担を軽減した。 

　　　・中学校　　　　　　　　　　　　　　　   87,993,902円  

　給食弁当代替者補助事業　　　　　　　　　 　　　 276,234円 　食物アレルギー等の事情によ

　　補助金内訳 り給食の提供を受けられない家

　　　・小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　  276,234円 庭に対し、給食費と同額の補助

　　　・中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    0円 を行うことで保護者の負担を軽

 減した。

　教職員働き方改革関連事業　           　　　  17,844,200円 　小中学校教職員の時間外在校

 等時間については、令和２年度

  校務支援システム管理運営業務委託　　　　　　 14,161,400円 から記録を取り始めたが、記録

　勤怠管理システム保守委託料等　　　　　　　　 　 207,900円 を取り始めた当初は時間外在校

　時間外電話切替機導入事業業務委託　　　　　　  1,692,900円 等時間の月平均は、小学校 

  市立中学校職員玄関オートロック設置業務委託  　1,782,000円 39.76時間、中学校73.35時間で

あったものが、令和７年度は小

学校35.6時間、中学校44.87時

間と削減が進んでいる。
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

小 学 校 管 理 費 　スクールバス運行管理事業                     51,626,260円 　輸送時の事故はなく、安全

     673,337,756  な輸送を行うことができた。今

 　○通学者輸送業務委託料　計　50,449,740円 後も児童生徒の安全を第一に考

 　　　関根地区運行委託料　　　　　　　　　      8,964,120円 えた安全な輸送に努める。 

 　　　奥内地区運行委託料　　　　　　　　　　   27,852,000円 合計対象人数：74人 

 　　　大湊地区運行委託料　　　　　　　　　     13,633,620円 

 　○運行状況 

 　　　関根地区（220日以下の運行） 

             （下正津川～烏沢～川代～関根小） 

 　　　　　　　運行便数：朝１便、帰り３便   利用者数：31人 

 　　　奥内地区（260日以下の運行） 

 　　　　　①大室平線（大室平～金谷沢～奥内小～近川中） 

 　　　　　　　運行便数：朝１便、帰り３便 　利用者数：８人 

 　　　　　②中野沢線（中野沢～近川中～奥内小） 

 　　　　　　　運行便数：朝１便、帰り２便   利用者数：４人 

 　　　　　③田名部線（大室平～中野沢～三田小～田名部中） 

               運行便数：朝１便、帰り２便   利用者数：９人 

 　　　大湊地区（280日以下の運行） 

             （大川目～角違～城ヶ沢～大湊中～大湊小） 

 　　　　　　　運行便数：朝１便、帰り３便   利用者数：22人 

  

 　○スクールバス安全装置取外取付業務委託料         82,500円 

   ○スクールバス保険料　　　　　　　　　　　　　　 11,530円 

 　○行事運行バス借上料　　　　　　　　　　　　　1,070,190円 

 　○スクールバス重量税　　　　　　　　　　　　　　 12,300円

 

 　ＧＩＧＡスクール端末等整備事業               41,717,940円 　ＧＩＧＡスクール構想におけ

  る児童１人１台端末の更新をした。

 　ＧＩＧＡスクール構想により整備した端末の更新を行った。 

   小学校第５学年及び第６学年のタブレットを711台更新した。

  小学校整備事業                               48,279,000円 　工事により不具合箇所が解消

 され、児童の学習・生活環境の

　（繰越明許） 向上が図られた。

　○市立第一田名部小学校駐車場整備工事　　　　 32,274,000円 

    駐車場がないことから、グラウンド前に駐車している状況を改

　善するためにプール跡地に駐車場整備工事を実施 

　　 

　　工事請負費 　　　　　　　　　　　　　　    32,274,000円 

 

　（現年） 

  ○市立第二田名部小学校防火設備更新工事　　　 10,560,000円 

    自動火災報知器が経年劣化により不具合が生じていることから

　更新工事を実施 

　　 

　　実施設計業務委託料　　　　　　　　　　      1,683,000円 

　　工事請負費 　　　　　　　　　　　　　　     8,877,000円 

 

　○市立小学校遊具更新工事　  　　　　　　　　  5,445,000円 

    老朽化や安全基準不適合により使用できない遊具について更新

　工事を実施 

　　 

　　工事請負費 　　　　　　　　　　　　　　     5,445,000円 
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

小 学 校 管 理 費 　小学校冷房設備整備事業               　 　　147,673,062円 　エアコン及びポータブルクー

（続き）  ラーの整備により、夏場の児童

 　○ポータブルクーラー等移設業務委託料          9,213,727円 の学習・生活環境の向上が図ら

 　　特別支援教室等にクーラーがないため、以前設置していたポー れた。 

 　タブルクーラー等の移設業務委託を実施  

 　　委託料 　　　　　　　　　　　　　　　　   　9,213,727円  

   

 　○小学校冷房設備整備工事                     73,185,335円  

   　冷房設備（エアコン）を整備し令和７年夏から稼働するにあた  

 　り、既存キュービクル容量では不足することから改造工事を実施  

　【整備内訳】  

　　一田小、二田小、苫生小、大平小、大畑小  

　（令和６～７年度継続費のうち逓次繰越分）  

　　工事請負費 　　　　　　　　　　　　　　　　41,780,620円  

　（令和６～７年度継続費のうち現年分）  

　　工事請負費 　　　　　　　　　　　　　　　　31,404,715円  

  

　○教室等用ルームエアコン購入                 65,274,000円  

    夏場の教育環境に対応した冷房設備（エアコン）購入及び冷房  

  設備に対応したコンセントも整備  

　【整備内訳】 

　　大平小　45台、大畑小　28台 

　（令和６～７年度継続費のうち逓次繰越分） 

　　備品購入費 　　　　　　　　　　　　　　    33,044,000円 

　　一田小、二田小、苫生小、大平小、大畑小（コンセント設置） 

　（令和６～７年度継続費のうち現年分） 

　　備品購入費 　　　　　　　　　　　　　　    32,230,000円 

　小学校環境整備事業                           72,516,560円 　トイレの洋式化により快適な

 教育環境が確保され、児童の学

　（繰越明許） 習・生活環境の向上が図られ

　○市立小学校トイレ改修工事　　　　 　　　　　67,709,000円 た。

    少ない洋式トイレに利用が集中していることから、快適な教育

　環境確保のため和式トイレを洋式に整備 

　【整備内訳】　 

　　一田小、二田小、大平小 

　　工事請負費 　　　　　　　　　　　　　　    67,709,000円 

 

　（現年） 

　○市立小学校トイレ洋式化工事設計業務委託　　　4,807,560円 

    少ない洋式トイレに利用が集中していることから、快適な教育

　環境確保のため和式トイレを洋式に整備するための設計を実施 

　【設計対象校】　 

　　三田小、大湊小、大畑小 

　　委託料 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4,807,560円
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

中 学 校 管 理 費 　スクールバス運行管理事業　　　　　　　　　   57,720,540円 　輸送時の事故はなく、安全な

     578,211,727  輸送を行うことができた。今後

　○通学者輸送業務委託料　計　56,804,880円 も児童生徒の安全を第一に考え

　　　川内地区運行委託料　　　　　　　　       27,330,600円 た安全な輸送に努める。 

　　　大畑地区運行委託料 　　　　　　　　　    18,221,280円 合計対象人数：89人 

　　　脇野沢地区運行委託 　　　　　　　　　    11,253,000円  

  

　○運行状況  

　　　川内地区（280日以下の運行）  

　　　　①戸沢線（戸沢～田野沢～川内小・中）   

　　　　　　運行便数：朝１便、帰り２便 

　　　　　　利用者数：10人 

　　　　②蛎崎線（蛎崎～宿野部～川内小・中） 

　　　　　　運行便数：朝１便、帰り２便 

　　　　　　利用者数：27人 

　　　　③湯野川線（湯野川～安部城～川内小・中） 

　　　　　　運行便数：朝１便、帰り２便 

　　　　　　利用者数：２人 

　　　大畑地区（250日以下の運行） 

　　　　①小目名線（小目名～関根橋～正津川～大畑小～大畑中） 

　　　　　　運行便数：朝１便、帰り３便 

　　　　　　利用者数：32人 

　　　　②二枚橋線（木野部～大畑小～大畑中） 

　　　　　　運行便数：朝１便、帰り３便 

　　　　　　利用者数：11人 

　　　脇野沢地区（260日以下の運行） 

　　　　①源藤城線（源藤城～滝山～脇野沢小・中） 

　　　　　　運行便数：朝１便、帰り３便 

　　　　　　利用者数：３人 

　　　　②小沢線（小沢～稲平～脇野沢小・中） 

 　　　　　 運行便数：朝１便、帰り３便 

　　　　　　利用者数：４人 

 

　○修繕料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  282,700円 

　○行事運行バス借上料　　　　　　　　　　　　　  524,040円 

　○スクールバス保険料　　　　　　　　　　　　　　 46,120円 

　○スクールバス重量税　　　　　　　　　　　　　　 62,800円

　中学校整備事業　　　　　　                   30,833,000円 　工事により懸念事項が解消さ

　（繰越明許） れ、生徒の安全環境の向上が図

　○市立大平中学校グラウンド照明設置工事　　　 25,377,000円 られた。 

    夜間照明が整備されていない大平中学校グラウンドにおいて、  

　平時の安全確保及び災害時活用を目的に照明設置工事を実施  

　　  

　　工事請負費 　　　　　　　　　　　　　　    25,377,000円  

 

　（現年） 

  ○市立田名部中学校給水設備改修工事設計業務委託5,456,000円 

    学校環境検査において、１階水飲み場（給水管末端）の遊離残

　留塩素濃度が学校環境衛生基準に規定する基準値に達しないこと

　から、給水設備を改修することにより飲料水等の水質改善を図る

　に当たり、工事設計を実施 

　　 

　　委託料 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5,456,000円
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

中 学 校 管 理 費 　中学校冷房設備整備事業                 　　 165,045,938円 　エアコン及びポータブルクー

（続き）  ラーの整備により、夏場の生徒

　○ポータブルクーラー等移設業務委託料          7,176,273円 の学習・生活環境の向上が図ら

　　特別支援教室等にクーラーがないため、以前設置していたポー れた。 

　タブルクーラー等の移設業務委託を実施  

　　委託料 　　　　　　　　　　　　　　　　   　7,176,273円  

  

　○中学校冷房設備整備工事                    117,576,665円   

  　冷房設備（エアコン）を整備し令和７年夏から稼働するにあた

　り、既存キュービクル容量では不足することから改造工事を実施

　 

　【整備内訳】 

　　田名部中、むつ中、大平中、大湊中 

　（令和６～７年度継続費のうち逓次繰越分） 

　　工事請負費 　　　　　　　　　　　　　　　　63,311,180円 

　（令和６～７年度継続費のうち現年分） 

　　工事請負費 　　　　　　　　　　　　　　　　54,265,485円 

 

　○教室等用ルームエアコン購入                 40,293,000円 

    夏場の教育環境に対応した冷房設備（エアコン）購入及び冷房

  設備に対応したコンセントも整備 

 

　【整備内訳】 

　　大平中　27台 

　（令和６～７年度継続費のうち逓次繰越分） 

　　備品購入費 　　　　　　　　　　　　　　    12,177,000円 

　　田名部中、むつ中、大平中、大湊中（コンセント設置） 

　（令和６～７年度継続費のうち現年分） 

　　備品購入費 　　　　　　　　　　　　　　    28,116,000円

　中学校環境整備事業                           66,044,440円 　トイレの洋式化により快適な

 教育環境が確保され、生徒の学

　（繰越明許） 習・生活環境の向上が図られ

　○市立中学校トイレ改修工事　　　　 　　　　　63,812,000円 た。

    少ない洋式トイレに利用が集中していることから、快適な教育

　環境確保のため和式トイレを洋式に整備 

　【整備内訳】　 

　　むつ中、大平中 

　　工事請負費                     　          63,812,000円 

 

 　（現年） 

　○市立中学校トイレ洋式化工事設計業務委託　　　2,232,440円 

    少ない洋式トイレに利用が集中していることから、快適な教育

　環境確保のため和式トイレを洋式に整備するための設計を実施 

　　 

　【整備内訳】 

　　大畑中 

　　委託料 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2,232,440円

　ＧＩＧＡスクール端末等整備事業               47,923,392円 　ＧＩＧＡスクール構想におけ

 る生徒１人１台端末の更新をした。

　ＧＩＧＡスクール構想により整備した端末の更新を行った。 

  中学校第２学年及び第３学年のタブレットを817台更新した。
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

公 民 館 費 　１　青少年教育事業 　かきぞめ大会を通して、市内

139,639,594  小・中学生が筆に親しむ機会を

Ⅰ　中央公民館 （１）第56回むつ市かきぞめ大会（対象：市内小中学生） 設け、日本の伝統文化の普及を

       ・展 覧 会：令和８年１月17日～25日（中央公民館）　　  図った。 

         入場者数：414人  

 　　　・むつ会場（場所：中央公民館）  

         開催期日：令和８年１月10日  

         参加者数：51人（小学生42人・中学生９人）  

　　　・川内会場（場所：川内公民館）  

　　　　開催期日：令和８年１月９日  

　　    参加者数：４人（小学生４人）  

　　　・大畑会場（場所：大畑公民館）  

        開催期間：令和８年１月10日  

        参加者数：４人（小学生３人・中学生１人）  

      ・脇野沢会場（場所：脇野沢公民館）  

        開催期間：令和８年１月８日  

        参加者数：３人（小学生１人・中学生２人）  

    

 展示数 特　選 準特選 入選    

    

 62点 ８点 12点 21点    

   

  

（２）こどもゼミナール 　体験型学習を通して、青少年

      　開 催 日：令和７年５月25日～令和８年１月25日 教育の振興を図った。 

 　　 　参加状況：以下のとおり  

    

 実施回数 受講者    

    

 全８講座 ８回 159人    

   

  

（３）こどもお楽しみ会 　音楽などの鑑賞を通して、こ

 　　　 　開 催 日：令和７年12月21日 どもの芸術への興味・関心の向

　　　　　場　　所：中央公民館講堂 上を図った。

          参加者数：70人
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

公 民 館 費 　２　成人教育事業 　市民の学習ニーズに応え「自

Ⅰ　中央公民館 （１）むつ市民大学 ら学び・自ら運営する」ことを

（続き） 　　　　開 催 日：令和７年５月22日～令和８年１月22日 スローガンとして、公開講座、

 　　　 参加状況：以下のとおり ゼミナールを実施した。 

 　婦人学級においては、自主運

 区　　　分 実施回数 受講者 営を基本に各種学習会を開催し

 潤いと活気のある生涯学習の確

 公開講座(講演会) ８回 365人　 立を図った。 

 　また、分館の自主運営を基本

 各種講座(８ゼミ) 33回 232人　 とした講座の開催を支援した。

 

        計 41回   597人

 

（２）婦人学級（２学級(地区)） 

　　　　開 催 日：令和７年４月～令和８年３月 

    　　場　  所：中央公民館、下北自然の家、横浜町郷土館 

        回　　数：計55回 

　　　　参加者数：計521人 

 

（３）地域づくり講座 

　　　　開 催 日：令和７年７月19日、９月13日、10月５日 

　　　　場　　所：中央公民館若松町分館、最花分館 

    　　回　　数：計３回 

        参加者数：計47人

　３　社会教育団体等の育成支援事業 　公民館で活動しているサーク

（１）第32回むつ市公民館まつり ルや関係団体による実行委員会

        開 催 日：令和７年８月29日～８月31日 を組織し、公民館まつりを開

    　　場　  所：中央公民館 催。日頃の活動紹介・作品展示

        参加団体：あしざき婦人学級他全16団体 及び体験教室を通し、文化活動

　　　　来場者数：のべ577人 の推進を図った。 

 　また、女性団体の支援をする

（２）むつ市婦人体育まつり（むつ市連合婦人会主催） ことにより、女性の社会参加促

        開 催 日：令和７年７月13日 進に貢献した。 

    　　場　  所：むつマエダアリーナ  

        参加団体：婦人会11団体、福祉施設３団体  

　　　　参加者数：計97人 　 
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

公 民 館 費 　４　生涯学習関連機関等との連携事業                      　下北地方公民館連絡協議会の

Ⅰ　中央公民館 （１）下北地方公民館連絡協議会事業                         主催で開催し、むつ・下北地域

（続き） 　①下北美術展「第75回児童・生徒の部」                     の芸術文化の振興に寄与した。

　  ・展 覧 会：令和７年８月２日～17日              　    

（絵画・版画の部）                                         

           

 出品数 特選 準特選 佳作 入選           

           

 2,208点 41点 48点 115点 221点           

          

（書道の部）                                               

           

 出品数 特選 準特選 佳作 入選           

           

 84点 10点 11点 13点 22点           

          

　②下北美術展「第56回高校・一般の部」                     

　　・展 覧 会：令和７年10月９日～19日              　　　　

（絵画・写真・書道の部）                                  

                   

出品数 特別賞 奨励賞 努力賞                    

                   

84点 ９点 16点 ７点                    

                  

　５　公民館事業 　社会教育法第22条第６号に､

（１）中央公民館利用状況　　　 公民館の事業として、施設を住

　　　　　　　　　　　　　　
（単位：回、人）

 民の集会その他の公的利用に供

 することが規定されている。　

 施設利用 　生涯学習の拠点として、多様

室 名 な講座を開催するとともに、そ

回数 人数 れが契機となって自主的な学習

グループが多く育っており、そ

講 堂 186 6,411 れらの方々の活動拠点として積

極的な利用がなされている。 

展 示 ホ ー ル 83 4,569 　以下、各地区の公民館の利用

についても同じ効果が見込まれ

青少年研修室 154 1,459 るものである。

調 理 実 習 室 72 1,208

焼 物 室 88 587

高齢者研修室 192 2,526

婦 人 研 修 室 195 2,539

第 一 会 議 室 305 3,518

Ｉ Ｔ ル ー ム 10 47

合 計 1,285 22,864
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

公 民 館 費 　１　青少年教育事業                                       　講習会を通してねぶた囃子の

Ⅱ　川内公民館 （１）川内ねぶた囃子講習会                                 技能を修得するとともに、川内

 　　　　開 催 日：令和７年７月16日、23日、30日、８月８日   ねぶたの伝承を意識し、郷土愛

 　　　  場　　所：川内公民館                                を育てることを目的とする。 

         参加者数：計42人　　                                 

  

 

 　２　成人教育事業                                         　市民の学習ニーズに対応した

 （１）むつ市民大学（川内地区） 各種講座を開設、及びサークル

  　 　　開催期間：令和７年４月22日～８月５日 活動の場を提供し、自己研鑽や

 　    　参加状況：以下のとおり 人と人とのふれあいを通して生

   きがいのある地域づくりの振興

  区　　分 実施回数 受講者  を図った。

   

  陶 芸 ゼ ミ ナ ー ル ８回 64人  

  

  

 （２）ジジババ岩登山 

  　 　　開 催 日：令和７年10月11日 

 　　    場　　所：福浦山 

 　　　　参加者数：12人 

 

 

 　３　社会教育団体等の育成支援事業 　趣味・教養講座やサークル活

 （１）川内公民館まつり 動等の作品を市民の方々に観覧

          開 催 日：令和７年11月１日～11月３日 していただき、地域の芸術化の

     　　 場　  所：川内公民館 振興を図った。 

          出展協力：１団体 

          来場者数：計45人 
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

公 民 館 費 　４　公民館事業 

Ⅱ　川内公民館 （１）川内公民館利用状況 

（続き）    　　　　　　　　 　　　　
（単位：回、人）

 

  

  施設利用  

室 名  

回数 人数  

 

大 集 会 室 53 1,116  

 

談 話 室 13 122  

 

応 接 室 ４ 47  

 

小 会 議 室 ０ ０  

 

研 修 室 17 261  

 

会 議 室 ８ 55  

 

視 聴 覚 室 51 497  

 

調 理 室 45 498  

 

ロ ビ ー ０ ０  

 

図 書 室 70 85  

 

合 計 261 2,681  

公 民 館 費 　１　青少年教育事業 　子ども会活動への支援を通し

Ⅲ　大畑公民館 （１）少年団体協力事業 て児童の健全育成を図った。 

　　  大畑地区子ども会育成連合会への支援  

      子ども会が主催する各種行事へ積極的に支援した。 

　　　・大畑地区子ども会冬季レクリエーション大会 

　　　　開 催 日：令和８年１月25日 

　　　  場　　所：下北自然の家 

        参加者数：32人 
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

公 民 館 費 　２　成人教育事業 　市民の学習ニーズに対応した 

Ⅲ　大畑公民館 （１）むつ市民大学（大畑地区） 各種講座を開設及びサークル 

（続き）  　 　　開 催 日：令和７年６月26日～令和８年３月23日 活動の場を提供し、自己研鑽や

　　    参加状況：以下のとおり 人と人とのふれあいを通して生

きがいのある地域づくりの振興

区　　分 実施回数 受講者 を図った。

ジオパーク探訪 ２回 25人

陶 芸 教 室 ３回 38人

そ ば 打 ち 体 験 教 室     ２回     33人

べ こ も ち 教 室     １回     13人

合　　計    ８回 109人

   ３　社会教育団体等の育成支援事業   公民館教室の受講生及び 

（１）大畑公民館まつり 公民館自主サークル、各文化 

    　・舞台発表 団体、一般市民多数の参加を 

        開 催 日：令和７年10月25日～26日、11月３日 いただき、学習活動の成果を 

        参加団体：３団体 展示、発表し、大畑地区市民の

　　　　来館者数：計239人 文化的意識の高揚及び今後の 

　　　・大畑音楽祭2025 活動の充実と活性化を図ること

　　　　開 催 日：令和７年10月26日 ができた。 

　　　　来館者数：250人 　大畑地区における子どもねぶた 

　　　・作品展示 の囃子の技能の習得を図ると 

 　　　 開 催 日：令和７年10月25日～26日 ともに、子ども会相互の連帯 

        参加団体：12団体 意識と地域活性化、郷土愛の 

　　　　来館者数：計250人 高揚を図ることができた。

    合計来館者数：計739人 

 

（２）ねぶた囃子講習会 

        開 催 日：令和７年７月23日～25日 

　　　　参加者数：計77人 

 

（３）大畑子どもねぶた合同運行 

        開 催 日：令和７年８月３日 

　　　　参加団体：８団体 
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

公 民 館 費 　４　公民館事業 

Ⅲ　大畑公民館 （１）大畑公民館利用状況 

（続き） 　　　　　　　　　　　　　　
（単位：回、人）

 

 施設利用

室 名 

回数 人数

集 会 室 309 4,458

会 議 室 131 1,211

調 理 室 28 226

和 室 １・ ２ 132 991

和 室 ３ 18 54

青 少 年 室 ２ 10

婦人・老人室 ０ ０

パソコン教室 ０ ０

視 聴 覚 室 15 255

合 計 635 7,205

  ５　大畑地区公民館改修事業   災害発生時における避難所 

（１）木野部地区公民館改修工事 機能の強化と、地域コミュニティ

　　屋根、軒天、天井ボードを改修し、水損部分の補修、畳の交換 施設の長寿命化を図ることが 

　を行うもの。 できた。

　　　○総 事 業 費：12,822,700円 

　　　○令和６年度事業実績額： 1,646,700円 

      ○令和７年度事業実績額：11,176,000円 

　　　　令和６年度に設計業務委託完了。本工事については入札不

　　　調のため、繰越明許費を設定し、令和７年９月26日完工
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

公 民 館 費 　１　成人教育事業 　市民の学習ニーズに対応した

Ⅳ 脇野沢公民館 （１）むつ市民大学（脇野沢地区） 各種講座を開設し、自己研鑽や

 　 　　開 催 日：令和７年５月27日～令和８年２月４日 人と人とのふれあいを通して生

　　　　参加状況：以下のとおり きがいのある地域づくりの振興

を図った。

区　　分 実施回数 受講者

郷　　　土　　　史 ３回 55人

健 康 教 室 ３回 40人

バ ル ー ン ア ー ト １回 13人

文化教室（料理） ３回 37人

           計 10回 145人

  ２　社会教育団体等の育成支援事業 　趣味・教養講座やサークル 

（１）脇野沢公民館まつり 活動等の作品を市民の方々に 

      開 催 日：令和７年11月１日～９日 観覧していただいて、地域の 

    　場　  所：脇野沢公民館 芸術文化の振興を図った。

      出展団体：３団体 

　　　出展協力：１人 

　　　来場者数：計46人

　３　公民館事業 

（１）脇野沢公民館利用状況 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：回、人） 

   

    施　　設　　利　　用

       室　　名

   回　　数 人　　数

   

   和　室　１ 59 339

   

   和　室　２ 59 325

   

   和　室　３ 59 317

   

   調理実習室 18 129

   

   会　議　室 140 1,236

   

   集　会　室 49 537

   

 合　　　計 384 2,883
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

図 書 館 費 　 開館日数 ： 本 館　326日 　利用者の図書館資料に対する

142,316,094 　　　 　　： 川 内 分 館　358日 需要に応えサービスの向上を 

　　　 　　： 大 畑 分 館　358日 図った。

　　　 　　： 脇野沢分館　358日

　移動図書館車「ブックラン♪」の巡回 　遠隔地域に対する図書館サー

　運行期間：令和７年５月７日～11月28日 火～金(116日稼働) ビスの一環として巡回（貸出・

  開催場所：市内23ステーション 返却）し、読書の推進を図った。

　利用人数： 2,972人 

　貸出冊数： 9,524冊

　利用状況の推移 

区　　分 令和５年度 令和６年度 令和７年度

図　　書 141,174冊 129,871冊 123,714冊

雑　　誌 8,536冊 8,446冊 7,669冊

Ａ　　Ｖ 4,293冊 3,556冊 3,515冊

合　　計 154,003冊 141,873冊 134,898冊

利用者数 39,168人 37,850人 36,650人

  蔵書数の推移 

区　　分 令和５年度 令和６年度 令和７年度

図　　書 177,740冊 179,961冊 181,179冊

雑　　誌 3,132冊 3,208冊 3,269冊

Ａ　　Ｖ 3,743冊 3,806冊 3,612冊

合　　計 184,615冊 186,975冊 188,060冊

　集会施設等の貸出   館内施設の貸出により図書館

　集会室　　　： 154回　 利用人数：1,685人 の集会施設として市民活動の 

　会議室　　　： 162回　 利用人数：  980人 支援を図った。 

　視聴覚ホール：  73回　 利用人数：1,556人 

　展示ホール　：  53回 　利用人数：2,548人
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

文 化 振 興 費 　重要文化財旧大湊水源地水道施設修理事業       44,638,387円 　平成21年に有形文化財として

59,217,324  重要文化財に指定された沈澄池

  平成25年度に策定した「重要文化財旧大湊水源地水道施設保存活 堰堤をはじめとする水道施設は､ 

用計画」に則り、国庫補助金を活用し修理工事を実施した。 水源池公園のシンボル的存在で

 ある。 

(工事名)・重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事 　今年度は、昨年度から継続事

　　　　　（第三期　甲水槽ほか） 業としていた甲水槽の補修工事

(委託名)・重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事 を終了し、平成26年から12年に

　　　　　（第三期　甲水槽ほか）監理業務委託 わたり実施してきた「重要文化

　　　　・旧大湊水源地水道施設保存修理工事報告書作成業務委託 財旧大湊水源地水道施設保存修

(補助金)・国宝重要文化財等保存整備費補助金 理工事」事業を全て終了した。 

 　これらの事業により、歴史的

［令和７年度］　35,241,437円 価値が高い文化財を次世代へ確

　○重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事 実に継承すること及び自然災害

　　（第三期　甲水槽ほか） が発生した場合、その影響を最

　　契約金額　　　19,503,000円　　 小限に留めることができる｡ 

    工事期間　　　令和６年７月17日～令和７年12月19日 　今後は、「旧大湊水源地水道

　　工事概要　　　甲水槽コンクリート補修、掘削、埋め戻し、 施設」の公開活用に向けた安全

　　　　　　　　　環境整備復旧ほか 対策や鑑賞環境の整備等を図っ

　　支払額        8,503,000円 ていく。 

　○重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事   

　　（第三期　甲水槽ほか）監理業務委託 

　　契約金額　　  13,616,900円 

　　委託期間　　　令和６年９月26日～令和８年３月７日 

　　委託概要　　　工事監理、現地調査、補修設計、資料作成等 

　　支払額　　　　10,637,900円 

　○旧大湊水源地水道施設保存修理工事報告書作成業務委託 

　　契約金額　　  15,642,000円 

　　委託期間　　　令和７年９月19日～令和８年３月31日 

　　委託概要　　　竣工後の現場確認、報告書作成、印刷、製本 

　　支払額　　　　15,642,000円 

　○その他経費　　458,537円 

　○補助金額　　  19,083,000円（補助率1/2） 

 

［令和６年度継続費逓次繰越］  9,396,950円 

  ○重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事 

　　（第三期　甲水槽ほか） 

　　支払額        6,774,350円 

　○重要文化財旧大湊水源地水道施設保存修理工事 

　　（第三期　甲水槽ほか）監理業務委託 

　　支払額　　　　2,622,600円 
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

下 北 自 然 の 家 　下北自然の家指定管理事業   利用団体数は、前年より10団

管 理 費  体減少し、4.1％の減となった

91,818,740 　○利用者数                       （単位：団体、人） が、利用者延べ人数は、137人

  増加し、2.3％の増となった。 

   利用団体数 利用延べ人数  　 

  

   日帰り            120             1,993  

 市　内  

  宿　泊             19             1,224  

  

   日帰り             75             1,610  

 郡　内  

  宿　泊             10               543  

  

   日帰り             ３                31

 郡　外

  宿　泊             ７               779

 

  日帰り計            198             3,634

 　計 

  宿泊計           　36             2,546

 

     合　　計            234             6,180

 

　○指定事業　 27事業　利用者人数　延べ　　683人 

  ○自主事業　  8事業　利用者人数　延べ　　381人 

　○受入事業　115団体　利用者人数　延べ　4,738人 

　○そ の 他　         利用者人数　延べ　  378人 

  ○指定管理　 期　間　令和５年４月１日～令和８年３月31日 

      　　　　 管理者　一般財団法人むつ市教育福祉振興会 

　　　　　　　 管理料　91,006,000円           

　◯需用費     缶バッジ・フィルム、花束　　 　　 11,500円 

  ○使用料及び賃借料 

　　　　　　　 ＡＥＤ及び軽トラックリース料　 　801,240円 
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

地域文化・スポー 　地域文化・スポーツクラブ推進事業            335,148,322円   令和７年度で中学校部活動の

ツクラブ推進費  地域展開が完了したことによ

348,605,922 【目的】 り、学校間でのスポーツ・文化

　中学校部活動の地域展開のため設立した「むつ市地域文化・スポ 活動の格差が解消され、選択の

ーツクラブ（むつ☆かつ）」を運営し、中学生の放課後活動の充実 幅が広がった。 

を図る。 

 

【概要】 

　令和５年度にむつ市地域文化・スポーツクラブを設立し、文化ク

ラブ９種類、スポーツクラブ３種類を立ち上げた。令和６年度には

文化クラブ１種類、スポーツクラブ４種類を立ち上げ、令和７年度

には学校部活動に残ったスポーツクラブ６種類を立ち上げたことに

より、市内全ての中学校部活動の地域展開が完了した。 

 

◎開設クラブ 

○文化クラブ10 

（ＩＴ、学習、歌唱、家庭、ダンス、美術、ボードゲーム、野外活

動体験、総合川内、吹奏楽） 

○スポーツクラブ13 

（サッカー、柔道、水泳、陸上、ソフトボール、バドミントン、剣

道、野球、卓球、バレーボール、バスケットボール、ソフトテニ

ス、スキー） 

 

◎参加者　　610人 

   

◎むつ市地域文化・スポーツクラブ負担金　265,866,000円 

・報 酬 　　 45,714千円 

・旅 費　　   8,130千円 

・需 用 費　　   2,972千円 

・役 務 費　　  11,795千円 

・委 託 料 　　173,168千円 

・使用料及び賃借料 　　 21,325千円 

・備 品 購 入 費 　　  5,897千円 

・補助金・交付金等      25,892千円 

  経 費 総 額　　 294,893千円のうち　265,866千円を補助 

　　

　東京大学連携事業                             10,000,000円 　講演会では乳酸に関する正し

 い知識と効率的なトレーニング

【目的】 方法を受講者に伝えることがで

　むつ市地域文化・スポーツクラブ（むつ☆かつ）の取組に科学的 きた。 

アプローチを導入することでトレーニング効果を最大化させるとと 　また、ローイングマシンの設

もに、高校生の競技力強化や一般市民の健康増進を目的とする。 置により科学的根拠に基づき、

 個々の特徴を把握することが出

【事業】 来今後の練習の課題を見つける

・東京大学名誉教授八田秀雄氏講演（乳酸について） ことで競技力の向上につながっ

・ローイングマシン設置（克雪ドーム） た。

・田名部高校、むつ工業高校ローイング部データ測定・解説 

・まさかりエルゴローイングマシン設置測定（高校生～一般）
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

地域文化・スポー 　むつ市地域スポーツクラブ補助金                3,457,600円 　学校部活動の地域展開の受け

ツクラブ推進費  皿として設立したスポーツクラ

（続き） 【目的】 ブに補助することにより、持続

　学校部活動の地域展開の担い手となる地域クラブに対し、持続可 可能な活動が可能となり、更に

能なクラブ活動体制の確立に資することを目的とし、運営費、大会 は中学生の放課後活動の充実を

参加費及び保険料等を補助する。 図ることができた。 

 

【実績】                            

　バレーボールクラブ　　　１団体　　389,100円 

　野球クラブ　　　　　　　２団体　　916,800円 

　ソフトテニスクラブ　　　１団体　　299,400円 

　バスケットボールクラブ　５団体　1,852,300円

保 健 体 育 　むつ市スポーツ協会補助金          　　        9,200,000円 　市民体育大会の開催や初心者

総 務 費  を対象とした市民スポーツ教室

130,085,008 【目的】 を開催し、スポーツ振興を図る

　むつ市におけるスポーツ団体等と地域住民に対し、スポーツの推 ことができた。 

進・普及を図り、心身の健康の保持・増進による明るく豊かな市民 　また、スポーツ少年団事業で

生活の形成に寄与する。 は、スポーツ少年団フェスティ

【事業】 バルを開催し、団の普及・育成

　・市民体育大会、市民スポーツ教室の開催 を図ることができた。 

　・スポーツ団体等の強化育成及び連絡調整 　さらに、表彰事業では、スポ

　・スポーツに関する功労賞等の表彰 ーツ功労賞１人、スポーツ特別

　・スポーツ少年団の普及及び育成に関すること 賞４人、スポーツ賞11人、スポ

【加盟団体】 ーツ奨励賞41人を表彰した。

　31団体

学 校 保 健 費 　学校医委託事業                               14,546,400円 　学校保健安全法第23条の規定

30,609,875  に基づき、産業医、学校医、学

　①学校医　　　　　　　　　　　　　　　　　　  6,147,200円 校歯科医及び学校薬剤師を委嘱

 　 児童生徒数400人以下　　　　 　＠226,000×22人 し、学校における児童生徒及び

  　児童生徒数401人以上700人以下  ＠293,800× 4人 教職員の健康の保持増進を図っ

  　児童生徒数701人以上　　　　　 ＠339,000× 0人 た。

 

　②学校歯科医　　　　　　　　　　　　　　　　  4,099,200円 

 　 児童生徒数500人以下　＠224,000×17人 

  　児童生徒数501人以上　＠291,200× 1人 

 

　③学校薬剤師　　　　　　　　　　　　　　　　  3,140,000円 

    ＠157,000円×20人 

 

　④産業医　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  360,000円 

　　教職員数50人以上　＠360,000×1人 

 

　⑤眼科耳鼻科医(川内・大畑・脇野沢検診)　　　　  800,000円 

　　眼科医  　＠200,000×1人＋＠100,000×2人＝400,000円 

　　耳鼻科医　＠200,000×1人＋＠100,000×2人＝400,000円　
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

学 校 保 健 費 　フッ化物洗口事業                              1,288,427円   実施希望があった学校を対象

（続き）  に、令和７年度からフッ化物洗

  ○実施校　第一田名部小、関根小、大湊小、大畑小、脇野沢小、 口を実施し、21校中11校での実

　　　　　  むつ中、関根中、大平中、大湊中、大畑中、脇野沢中 施となった。 

   フッ化物洗口は継続して実施

  ・フッ化物洗口液　1,021,460円 することで効果が出るため、う

  ・その他消耗品　　  266,967円 蝕有病率に対する評価はこれか

 らとなる。

学 校 給 食 費 　防災食育センター学校給食調理業務委託　  　  202,213,143円 　令和７年度からの新規事業で

356,956,463 　 あり、防災食育センターから市

　○委託業者　　　一般財団法人　むつ市教育福祉振興会 内７小学校・６中学校及びむつ

　○委託期間　　　令和６年９月14日～令和10年３月31日 養護学校への給食を提供し、令

　○委託業務内容 和７年度は学校給食を１日も欠

　　（1）給食調理業務 食すること無く提供することが

　　（2）運搬業務 できた。 

　　 (3) 災害時応急食対応業務 　災害時には発災４日目から応

　○対象校の年間給食数 急食を提供することとしてい

　　（1）小学校 る。 

　　　　 第一田名部小　　62,720食 　安全安心な給食を提供するた

　　　 　第二田名部小　  78,358食 め、衛生管理の徹底、自己研修

　　 　　苫生小       　 98,527食 等の実施による技術の向上に努

　　　 　関根小　　　　　10,057食 めた。 

　　　　 奥内小　　　　　 3,967食 

　　　　 大平小　　　　　78,479食 

　　　　 大畑小　　　　　34,994食 

　　（2）中学校 

　 　　　田名部中　　　 123,743食 

　 　　　むつ中  　　　　34,081食 

　　  　 関根中         　8,246食 

         近川中           3,157食 

　　　　 大平中　　　　　47,003食 

　　　　 大畑中　　　　　24,109食 

    （3）県立校 

　　　　 むつ養護　　　　26,616食 

体 育 施 設 　むつ運動公園・むつ市釜臥山スキー場指定管理料  　むつ運動公園及びむつ市釜臥

管 理 費 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 76,681,960円 山スキー場は、共に前年度利用

346,820,312 　・指定 管理者　特定非営利活動法人むつ市スポーツ協会 者数と比べ利用者数は減少し、

　・指定管理期間　令和５年４月１日～令和10年３月31日 令和７年度は公募時に見込んで

　・指定 管理料　76,381,000円 いた全体利用予定者数267,584

　　　　　　　　　（電気料・燃料費高騰による指定管理料追加支 人を下回る124,640人の利用に

　　　　　　　　　給額3,613,000円含む。） 留まったものの、老朽化する施

　・施設利用者数　陸上 競技場： 14,849人 設を修繕しながら適正な管理が

　　　　　　　　　野 球 場：  6,317人　　 図られた。

　　　　　　　　　テニスコート： 16,956人 

　　　　　　　　　スポーツ広場：  6,775人 

　　　　　　　　　ス キ ー 場： 79,743人 

　・ＡＥＤリース料　300,960円
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

体 育 施 設 　大畑中央公園指定管理料　　　　　  　         49,765,548円 　陸上競技場及びプール以外の

管 理 費                                                            各運動施設は前年度と比較して

（続き）   ・指定 管理者　一般財団法人むつ市教育福祉振興会         利用者が増加したが、公募時に

          ・指定管理期間　令和５年４月１日～令和８年３月31日 見込んでいた利用予定者数12, 

  ・指定 管理料　49,635,000円                   700人を下回る11,443人の利用

                 （電気料・燃料費高騰による指定管理料追加支 となった。指定管理者は自主事

                 給額1,174,000円含む。）            業においてスポーツ教室等を開

  ・施設利用者数　陸上 競技場：2,687人               催し、利用促進につなげてい

                  野 球 場：3,237人               る。

                  テニスコート：  152人                 

                  プ ー ル：5,367人               

                                                           

  ・ＡＥＤリース料　130,548円                        

おおみなと臨海 　ウェルネスパーク・アリーナ指定管理料        229,418,000円 　眞心堂ウェルネスパーク及び

公 園 管 理 費                                                            むつマエダアリーナ共に前年度

　　 239,215,964 　・指定 管理者　山内土木株式会社                           と比較して利用者が減少した

　・指定管理期間　令和７年４月１日～令和12年３月31日     が、令和７年度は公募時に見込

　・指定 管理料　229,418,000円                              んでいた両施設の合計利用予定

　・施設利用者数　眞心堂ウェルネスパーク：139,409人 者数183,522人を上回り、200, 

                  む つ マエ ダ ア リー ナ： 61,551人 960人の利用者数となった。 

　要因としては、各種スポーツ

大会やスポーツ教室の会場とな

ったことで利用者が増加したも

のである。 

国スポ・障スポ 　青の煌めきあおもり国スポ・障スポむつ市実行委員会負担金 　リハーサル大会では、選手・

推 進 費 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　501,449,000円 監督、競技役員、一般観覧者等

501,449,000  で延べ7,810人に御参加いただ

　「第80回国民スポーツ大会」及び「第25回全国障害者スポーツ大 き、大会運営を無事に終えるこ

会」の開催に向け、大会の機運醸成を目的とした広報事業を行うほ とができた。 

か、正式競技３競技のリハーサル大会を開催し、大会の成功に向け 　運営用品や競技備品、設備の

た取組を推進するため、競技団体、関係団体、教育機関、行政等に 精査、会場レイアウトの再検討、

より設立された実行委員会に負担金を支出した。 各種マニュアルの再調整など、

（事業） 細かな課題が洗い出され、本大

　・正式競技３競技（ローイング、セーリング、フェンシング）の 会に向けての実施体制をブラッ

　　リハーサル大会開催 シュアップすることができた。

　・先催県（滋賀国スポ2025）の調査研究 

　・大会の機運醸成及び広報、普及啓発活動 

　・各種会議（総会、常任委員会、各専門委員会）の開催
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

  公 営 企 業 費 　各公営企業に対し負担金、補助金及び出資金を支出した。 　各公営企業の運営が円滑にな

5,623,900,137  された。

 　下北医療センター負担金等　　　　　　　　　2,080,021,764円 

  　施設別内訳

 　○むつ総合病院　　　　　　　　　　　　　　1,532,532,500円 

  　・救急医療の確保に要する経費　　　　　　　　186,311,845円

  　・保健衛生行政事務に要する経費　　　　　　　 30,557,068円

  　・医師の研究、研修経費　　　　　　　　　　　 17,540,251円

 　・医師の派遣を受けることに要する経費　　　　140,082,009円

 　・一時借入金支払利息分　　　　　　　　　　　  9,847,794円

   ・共済追加費用の負担に要する経費　　　　　　 27,507,552円

 　・基礎年金拠出に係る公的負担に要する経費　　148,404,310円

 　・病院運営に要する経費　　　　　　　　　　　 44,150,800円

 　・児童手当に要する経費　　　　　　　　　　　 33,856,000円

 　・建設改良費のための企業債利息分　　　　　　  8,719,728円

　・不採算地区病院の運営に要する経費　　　　　 32,271,000円 

 　・高度医療に要する経費　　　　　　　　　　　 62,341,562円

　・リハビリテーション医療に要する経費　　　　 65,029,659円 

 　・小児医療に要する経費　　　　　　　　　　　130,065,440円

 　・感染症医療に要する経費　　　　　　　　　　　4,154,054円

 　・精神病院の運営に要する経費　　　　　 　　 136,970,075円

 　・災害復旧に要する経費                       56,228,700円

   ・当年度建設改良事業の一般財源分(出資含む。)    216,965円

　・建設改良費のための企業債元金分　　　　　　213,794,904円 

 　・看護師等修学資金の貸与に関する経費　　　　 44,482,784円

 　・債務負担行為を設定した負担金に係る繰出金　140,000,000円

　○川内診療所　　　　　　　　　　　　　　　　103,499,000円 

 　・医師の研究、研修経費　　　　　　　　　　　　　 53,332円

 　・基礎年金拠出に係る公的負担に要する経費　　  1,859,474円

 　・共済追加費用の負担に要する経費　　　　　　　　295,728円

 　・建設改良費のための企業債利息分　　　　　　　　250,889円

 　・公立病院付属診療所の運営に要する経費　　 　89,755,577円

 　・建設改良費のための企業債元金分　　　　　　 11,284,000円

　○大畑診療所　　　　　　　　　　　　　　　　181,602,000円 

 　・一時借入金支払利息分　　　　　　　　　　　    263,114円

 　・建設改良費のための企業債利息分　　　　　　  6,165,276円

 　・公立病院付属診療所の運営に要する経費　　　 64,651,279円

 　・当年度建設改良事業の一般財源分　　　　　　  2,502,484円

 　・建設改良費のための企業債元金分　　　　　　108,019,847円

　○脇野沢診療所　　　　　　　　　　　　　　　 35,503,000円 

 　・医師の研究、研修経費　　　　　　　　　　　　　228,465円

 　・基礎年金拠出に係る公的負担に要する経費　　  1,324,127円

 　・建設改良費のための企業債利息分　　　　　　 　　15,506円

 　・共済追加費用の負担に要する経費　　　　　　　　255,732円

 　・児童手当に要する経費  　　　　　　　　　　　　160,000円

 　・公立病院付属診療所の運営に要する経費　　　 32,909,170円

 　・建設改良費のための企業債元金分　　　 　　 　  610,000円

　○むつリハビリテーション病院　　　　　　　　226,885,264円 

 　・一時借入金支払利息分　　　　　　　　　　　　  319,494円

 　・病院運営に要する経費　　　　　　　　　　　141,930,916円

 　・建設改良費のための企業債利息分　　　　　　　4,712,770円

 　・当年度建設改良事業の一般財源分　　　　　    4,431,552円

　・建設改良費のための企業債元金分　　　　　　 75,490,532円
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

公 営 企 業 費 　水道事業会計負担金及び補助金　　　　　　　　245,295,625円 　 

（続き） 　・消火栓維持管理費                            1,914,000円  

 　・消火栓新設工事費                            5,555,000円  

 　・統合水道に係る統合前の                      

     　簡易水道の建設改良に要する経費　　  　　102,237,000円  

 　・統合水道に係る統合後に  

 　　　実施する建設改良に要する経費　　　　　　 54,388,000円  

 　・その他の建設改良事業に係る企業債償還元利金 39,797,000円 

   ・地方公営企業職員に係る児童手当及び関根地区 

 　　　濁水対応等に要する経費　　　　　　　　　　2,004,000円 

 　・水道基本料金の一部減額に要する経費         39,400,625円 

 

   下水道事業会計負担金及び補助金              798,557,000円  

   ・高資本費対策に要する経費                  205,600,000円  

   ・臨時措置分に係る下水道事業債元利償還金     36,556,702円  

   ・児童手当に要する経費                          780,000円  

   ・資本的収支財源不足分                      436,445,276円  

   ・下水道事業営業助成金                      119,175,022円  

 

                          　　　　　　　                                             （単位：円、％）

 比 較

 

     区 分 令和７年度 令和６年度 増減額 増減率

    決算額 決算額 Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ×100

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ）

下北医療センター負担金等 2,080,021,764 2,096,473,964 ▲16,452,200 ▲0.8

むつ総合病院 1,532,532,500 1,492,841,000 39,691,500 2.7

川内診療所 103,499,000 115,793,000 ▲12,294,000 ▲10.6

大畑診療所 181,602,000 178,155,000 3,447,000 1.9

脇野沢診療所 35,503,000 35,456,000 47,000 0.1

むつリハビリテーション病院 226,885,264 274,228,964 ▲47,343,700 ▲17.3

水道事業会計負担金、補助金 245,295,625 216,584,000 28,711,625 13.3

下水道事業会計負担金、補助金 798,557,000 799,000,000 ▲443,000 ▲0.1
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１１．災害復旧部門 
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事 業 項 目 及 び                            

事業費（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果 

           　円

道 路 橋 り ょ う 　道路施設等災害復旧事業 　　　　　　　　　　　11,288,798円 　青森県東方沖地震において、

災 害 復 旧 費  被災した道路施設等の復旧を行

  11,288,798 い、地域住民の安全な通行の確

   ・むつ地区 保が図られた。

 　  ①小川町地区　　舗装ずれ補修、側溝ずれ補修、土砂撤去　

     ②松森町地区　　舗装破損補修

 　　③本町地区　　　側溝破損入替

     ④中央地区　　　舗装亀裂補修

     ⑤上川町地区　　側溝隙間補修

     ⑥小川町地区　　吸い出し補修

     ⑦金谷地区　　　舗装陥没補修

     ⑧金谷地区　　　舗装陥没補修

     ⑨中央地区　　　舗装破損補修、側溝破損補修

     ⑩柳町地区　　　舗装亀裂補修

     ⑪小川町地区　　舗装亀裂補修

     ⑫金谷地区　　　舗装亀裂補修

     ⑬土手内地区　　舗装亀裂補修

     ⑭川守町地区　　舗装亀裂補修

     ⑮仲町地区　　　舗装亀裂補修

     ⑯横迎町地区　　舗装亀裂補修

     ⑰柳町地区　　　舗装陥没補修

     ⑱中央地区　　　舗装陥没補修

     ⑲柳町地区　　　舗装段差補修

     ⑳赤坂地区　　　舗装破損補修

 

   ・大畑地区

    ①正津川地区　　第二参道橋小口崩壊補修
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